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■ 要  旨 ■ 

高靱性繊維補強セメント複合材料(DFRCC)は、引張応力を負担でき、かつ遮塩性が高い材料であり、桟橋の補

修、改修工事に伴う耐震補強用材料として期待できる。そこで、ディープビームに分類される標準的な桟橋の梁を

対象とし、縮尺 1/5の梁供試体に対して、DFRCCの曲げ補強効果を検討した。補修・補強法として、下面増厚、塩

害補修に伴う断面修復、コの字型巻立て、下面増厚と FRPグリッド併用の 4 種を用意し、増厚量も実験変数とした。

一連の実験を実施した後、断面分割法による最大荷重の算定値と実験値を比較し、実験値を評価した結果、

DFRCCの下面増厚とFRPグリッドを併用した補強方法により、想定する曲げ補強効果が得られることを確認した。 
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写真－3 複数微細ひび割れ性状の一例 

図－1 供試体形状 
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(c)FRPグリッド補強

図－9 最大荷重算定値と実験値の比較 

図－5 荷重－変位関係(FRP グリッド補強) 


